
 

 

平成２７年度 

第２回宝達志水町青少年健全育成町民会議 

 

＜日 時＞ 平成２８年２月２６日（金） 午後１時３０分から 

＜場 所＞ 生涯学習センター「さくらドーム２１」  

２階 視聴覚室 

 

■出席者 

<委   員>津田会長、勝二副会長、中橋委員、中村委員（代理細川氏）、嘉門委員、横山委員、 

勝二委員、中江委員、廣正委員、橘委員、大窪委員、折本委員、稲田委員、北橋委員、 

村山委員 

<ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ>総務課危機管理室 越野室長 

<事 務 局 >安達課長、宮本課長補佐、角見主任 

 

１ 開会 

 

２ あいさつ（津田町長） 

  

３ 審議事項 

（１）平成２７年度事業報告について           

（２）平成２８年度事業計画（案）について                

 

４ 意見交換 

委員……不良行為少年補導等の状況の内容について、深夜徘徊の６件について具体的な

場所を教えていただきたい。 

事務局…駐在所代表の折本委員に返答をお願いします。 

折本委員…深夜徘徊の特定の場所については公表していない。羽咋署管内で何件起きた

か、宝達志水町内で何件起きたか、とかしか公表していない。 

会長…今後、犯罪行為の未然防止からの観点から、できる範囲で構わないので具体的な

状況を公表していただきたい。 

委員……グッドマナーキャンペーンについて、平成２７年度から街頭指導場所の変更を

行ったが、今後どうするのか。また街頭指導場所の変更を行った場合、どのよう

な感想や反応があったか。 

事務局…街頭指導場所の変更は２年を目途にしていきたいと考えていますが、それもこ

の会議で審議を図りながら進めていきたいです。また場所の変更を行ったことに

より、いつもと違った児童生徒の顔や姿を拝見できて、新鮮であるとの感想をい

ただき、好感触の成果であったと感じています。また、児童生徒がしっかりとあ

いさつをするようになったので、今後も、各小中学校や高等学校を通じてしっか

議 事 録 

事務局説明 承認 



りと定着するように促してほしいとのことでした。 

委員……宝達志水町内の不審者情報に入った場合、その件について解決したのか、解決

していないのかを情報として公表してほしい。 

折本委員……宝達志水町内の不審者情報について、これは事件ではないので、解決した

とか、していないとかいう情報を公開していない。これは先程の深夜徘徊の特定

の場所を公開していないのと同様である。あくまで羽咋管内で何件起きたか、宝

達志水町で何件起きたとか、件数のみの事後の公開である。解決したかどうかを

公開した場合、解決したと住民に公表すると、住民の方々は安心してしまう惧れ

がある。こういった事例は再犯の可能性も考えられることと、必ずしも同一人物

の行為とは限らないので、公表していない。また、児童が知的障害者を不審者と

間違えてしまう場合が多い。声を掛けただけでは、犯罪ではないということを改

めて委員の方々に認識していただきたい。 

委員……宝達志水町内の不審者情報について、入手する方法は各小中学校において、バ

ラバラの対応であるが、せめて不審者情報について、ここにいる町民会議の委員

の皆さんに情報が入るようにするべきである。 

事務局…不審者情報について、どんな方法で伝達したらいいのか、今後、検討していき

ます。おそらくは、事前に携帯電話またはパソコンのメールアドレスの登録が必

要です。登録していただいた方には、携帯電話またはパソコンのメールアドレス

に不審者情報、犯罪発生情報を配信するような形になろうかと思います。 

 

５ 研修会 

講師 金沢大学 教授 浅野 秀重氏 

内容 「学校と地域との連携」 

 

 

 

６ 閉 会（勝二副会長挨拶） 

 

午後４時００分 終了 


